
足立区基本計画

第4部では、重点的に取り組むプロジェクトを定める「重点プロジェクト」や
PDCAマネジメントサイクルを確立させるための「行政評価制度」、
分野横断的な視点をもたらす「SDGs」について記載しています。

計画推進の仕組み
第 部4
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重点プロジェクト
第 1 章

これまで、区は「治安」「学力」「健康」「貧困の連鎖」の 4 つをボトルネック的課題
として位置付け、様々な取組を推進してきました。それぞれの課題に対して着実に成果
は現れてきていますが、未だ解決には至っていません。

また、変化が激しく、将来の予測が困難な VUCA（変動性：Volatility、不確実性：
Uncertainty、複雑性：Complexity、曖昧性：Ambiguity）と呼ばれる現代では、企
業をはじめとする民間部門だけでなく、行政においても変動する状況に迅速に対応する
とともに、不確実性に備え、複雑な問題に対処するための柔軟な経営が必要です。また、
曖昧さに対しても果敢に挑戦し、適応していく姿勢が求められます。

このような状況の中、限られた資源を効果的に配分し、課題解決を推進するため、特
に優先的かつ集中的に推進していく必要がある事業群を「重点プロジェクト」として設
定します。重点プロジェクトには、予算や人材を重点的に配分するとともに、庁内評価
のほか、足立区区民評価委員会による外部評価を受けることで、多角的な視点による事
業の見直しを促進し、戦略的な事業展開を図ります。

重点プロジェクトを
選定・見直し

毎年度、20事業以内で

49の施策

15の施策群

7つの柱立て

7つの理念

基本構想

事務事業

評
価
結
果

事業の見直し
内部評価・外部評価による

事業実施 資源の重点的配分
課題・期間設定に応じた

予
算
編
成
・
定
数
管
理

② 課題を解決・克服する
　 事業

① まちの魅力・活力を
　 創出する事業

事務事業から構成

重点プロジェクト運用イメージ
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行政評価制度
第 2 章

限られた財源や人員を有効に使い、最大の政策効果を実現するには、各事業の不断の
見直しと効率的な資源配分が必要です。

また、将来的な人口減少や超高齢社会の進行により、人口減少による税収の減少だけ
でなく、行政サービスの担い手である職員の不足についても懸念される中では、人口動
態を含め、社会変化を見据えた適切な見直し無くしては、行政サービス自体の継続が困
難になることが想定されます。

このため、区では、行政活動の効果検証と持続的な PDCA サイクルの確立を⽬的と
して、評価の視点に応じた行政評価制度と実施方針を定め、効率的・効果的な区政運営
を推進していきます。

構
成
す
る
事
業
数
の
多
さ

評価対象となる期間の長さ

①～⑥を毎年度実施

庁内評価委員会

② 庁内評価（2次評価）

一般事務事業評価

重点プロジェクト評価

内部評価（区）

施策評価

① 部内評価（1次評価）

③ 諮問④ 答申⑤ 報告⑥ 評価・検証

足立区区民評価委員会

外部評価
足立区議会監査委員

評価結果は足立区議会
に報告し、評価・検証さ
れます。

学識経験者と公募による区民の合計17名
で構成し、区長の諮問に応じて区民及び専
門家の視点から評価・検証を行います。

第３部に掲げる「協創の再構築」を
はじめとした計画の理念は、施策評
価の中で進捗を測ります。

決算審査に
活用されます。

本計画に定める49施策に対する行政
活動のほか、協創をはじめとした行政
活動以外も含めた達成度を評価します。

20までのプロジェクトの活
動を成果指標に対するインパ
クトまで含めて評価します。

政策経営部、総務部を中心に委員会
を構成し、全庁的な視点で評価・検証
します。

約650事業の妥当性・効
率性などを評価します。

行政評価運用イメージ
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SDGs17 のゴールは、互いに補完し合うため、一つの⽬標を達成することで、他
の⽬標の達成にも寄与していきます。

例えば、ゴール 1「貧困をなくそう」とゴール 2「飢餓をゼロに」は密接に関連
しています。貧困を減らすことで、食糧へのアクセスが向上し、飢餓の問題が軽減
されます。逆に、飢餓を解消することで、栄養状態が改善され、貧困のサイクルか
ら脱却する手助けとなります。これらのゴールは、貧困層が持続可能な生活を営む
ための基盤を提供するという共通の⽬標を持っています。

これらの相互関連性を理解し、包括的かつ統合的なアプローチで SDGs に取り組
むことが、持続可能な未来を実現するためには不可欠です。また、基本計画の各施
策についても、SDGs のゴールという視点で捉え直すことで、各施策間の相乗効果
や分野・領域横断的な関係を見出すことができます。

このため、SDGs の理念と各⽬標の相互関連性を踏まえ、基本計画に基づく施策
を推進していくため、各施策と SDGs17 のゴールとの関係を整理します（資料編
221 ページ参照）。

第 3 章
基本計画を通じた SDGs の推進

1　基本計画と SDGs の関係

区の SDGs の実効性を確保し、⽬標達成を確実なものとするため、区の特性や
課題を考慮し、約 650 存在する事務事業（令和 6 年度時点）のうち、区のボトル
ネック的課題の解決に資するゴール（1・3・4・11・17）に関する事業を「足立
区 SDGs 事業」として進捗管理の対象として選定しています。

また、令和 6 年度には、区職員を対象として SDGs に関するアンケートを実施し
た結果、SDGs をキーワードとした連携の意識が未だ不十分ということが分かりま
した。

このため、事業の進捗管理のほか、同じ SDGs のゴールを⽬指す事業や相乗効果
が見込める事業のマッチングを図り、庁内連携のモデルケースをつくるとともに、
SDGs を切り口に、横のつながりをつくり、連携して仕事を前に進める力＝「SDGs・
協創マインド」の醸成・浸透を図っていきます。

2　足立区 SDGs 事業の選定と進捗管理



足立区基本計画

第5部では、戦略的な区政運営を推進するため、
全ての施策を体系的に整理した「施策体系」について記載しています。

戦略的な施策体系
第 部5
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将来像の実現に向けた 4 つの視点
第 1 章

基本構想では、将来像「協創力でつくる 活力にあふれ 進化し続ける ひと・まち 足立」
を定めるとともに、その実現に向けた取組を、4 つの視点（「ひと」「くらし」「まち」「行
財政」）で整理しました。

まず、日々のくらしの主役であり、まちづくりの担い手でもある「ひと」がいて、そ
の人々が営む日々の「くらし」があり、そのくらしが展開される舞台となる「まち」が
あります。さらに、「ひと」「くらし」「まち」を⽀える「行財政」が必要となります。

視点１　ひ　と 多様性を認めあい、夢や希望に挑戦する人

49の施策

15の施策群

7つの柱立て

7つの理念

事務事業
重点プロジェクト

49の施策

将来像の
実現 

協創力でつくる
活力にあふれ 進化し続ける

ひと•まち 足立

視点２　くらし 人と地域がつながる 安全・安心なくらし

視点３　ま　ち 真に豊かな生活を実現できる 魅力あるまち

視点４　行財政 様々な主体の活躍とまちの成⻑を⽀える行財政

基本計画における 7 つの柱⽴て
第 2 章

前章で示した 4 つの視点に基づく基本的方向性を踏まえ、区の全ての施策を体系的
に整理するための柱となる「7 つの柱立て」を設定します。また、各施策は、法令や条
例等によって策定する分野別計画と整合をとって体系化します。4 つの視点、7 つの柱
立てに基づき、取り組む各施策の内容は、第 6 部で詳細を示します。

柱1 自己肯定感を持ち、生き抜く力を備えた人

柱2 自ら考え行動し、その成果を地域に活かす人

ひ　と 多様性を認めあい、夢や希望に挑戦する人

柱3 地域とともに築く、安全なくらし

柱4 いつまでも住み続けられる安心なくらし

くらし 人と地域がつながる 安全・安心なくらし

柱5 地域の個性を活かした都市基盤が整備されたまち

柱6 活力とにぎわいのあるまち

ま　ち 真に豊かな生活を実現できる 魅力あるまち

柱7 区民の活躍とまちの活力を⽀える行財政

行財政 様々な主体の活躍とまちの成⻑を⽀える行財政
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施策体系第 3 章
基本構想の 4 つの視点、基本計画の 7 つの柱立てに加え、第 3 部「基本計画の理念」

に基づき、区の全ての施策を体系的に整理しています。

49の施策

15の施策群

7つの柱立て

7つの理念

事務事業
重点プロジェクト

49の施策

将来像の
実現 

協創力でつくる
活力にあふれ 進化し続ける

ひと•まち 足立

①家庭・地域と連携
し、子どもの学び
を支え育む

②妊娠から出産・子
育てまで切れ目な
く支える

③ 生 涯 に わ た る 学
習・文化・スポー
ツ活動を実践でき
る仕組みをつくる

④人権と多様な個性
を認め合う社会を
実現する

1 児童・生徒の心身の健全な発達⽀援

2 確かな学力の定着に向けた、就学前からの
取組

3 子どもの状況に応じた学びの充実

4 安全・快適に学べる教育施設の整備と学校
運営の充実

5 子ども・若者がたくましく生き抜く力を育
むための成⻑⽀援

1 妊娠、出産、子育てへの切れ⽬のない⽀援
の充実

2 多様なライフスタイルに応じた教育・保育
サービス等の充実

3 配慮を要する子育て家庭への⽀援

1 生涯学習活動の充実と地域における学びの
循環

2 文化・芸術活動の充実と郷土の歴史継承の
⽀援

3 生涯スポーツ活動の充実と地域還元

1 人権尊重社会の推進

2 ジェンダー平等社会の推進

3 多文化共生社会の実現

4 ユニバーサルデザインの推進

自
己
肯
定
感
を
持
ち
、
生
き
抜
く
力
を
備
え
た
人

自
ら
考
え
行
動
し
、
そ
の
成
果
を
地
域
に
活
か
す
人

ひ
　
と

7
つ
の
理
念

❶ 協創の再構築

❷ やりたいことが叶う

❸ ウェルビーイングの向上とSDGsの推進

❹ 人権・多様性の尊重と地域共生社会の実現

❺ 子ども・若者と進めるまちづくり

❻ 地域特性・地域資源を踏まえた施策の展開

❼ 持続可能な区政運営の推進

「基本計画の理念」の内容・視点を踏まえ、
各事業を構築・実施していきます。
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⑪便利で快適な道路・
交通網をつくる

⑫地域の特性を活か
したまちづくりを
進める

⑬地域経済の活性化
を進める

⑭戦略的かつ効果的な
行財政運営を行う

⑮区のイメージを高
め、選ばれるまち
になる

1 スムーズに移動できる交通環境の整備

2 安全に利用できる道路環境の整備

1 良好な景観の形成と快適なまちづくりの推進

2 エリアデザイン計画の推進による拠点開発
の展開

3 安心して住み続けられる住宅環境の整備

4 緑のある空間の創出や自然環境の保全

1 区内事業者の持続的な発展と創業者⽀援の
充実

2 就業⽀援と人材確保⽀援の充実

1 効果的かつ効率的な区政運営の推進

2 戦略的な人事管理・組織運営の推進

3 DX（デジタル・トランスフォーメーショ
ン）の推進

4 適正な賦課と収納対策の推進

5 公有財産の活用と公共施設マネジメントの
推進

1 効果的な情報発信と区政情報の透明化

2 魅力の発掘・創出とプラスイメージへの転換

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち

活
力
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち

区
民
の
活
躍
と
ま
ち
の
活
力
を
支
え
る
行
財
政

ま
　
ち

7
つ
の
理
念

⑤区民の命や財産を
守り、くらしの安
全を確保する

⑥環境負荷が少ない
くらしを実現する

⑦地域でつながり、
支え合う地域共生
社会を実現する

⑧高齢者、障がい者
な ど の 生 活 の サ
ポート体制を充実
する

⑨健康寿命の延伸を
実現する

⑩災害に強いまちを
つくる

1 感染症対策の充実

2 良好な生活環境づくりの推進

3 消費者被害や特殊詐欺被害を未然に防ぎ、
区民の暮らしを守る

4 ビューティフル・ウィンドウズ運動のさら
なる推進

5 反社会的団体等の排除

1 地球温暖化対策の推進と環境学習の充実

2 ごみの減量・資源化の推進

1 重層的⽀援体制整備と⽀え合う地域づくり
の推進

2 町会・自治会、NPO等の活動⽀援の推進

1 高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられる、
地域包括ケアシステムなどの体制の充実

2 障がい者などが必要なときに必要な⽀援を
受けられる体制の充実

3 高齢者、障がい者のセーフティネット（虐
待対応等）と権利擁護

4 くらしやしごとに困っている人が、状況に応じ
た保障や⽀援を受けられる体制の強化・充実

1 住んでいるだけで自ずと健康になれる仕組
みの構築

2 地域における保健・医療体制の充実

3 持続可能な医療保険制度の運営

1 災害に強い都市整備の推進

2 災害に備えた区民意識の向上

3 災害に備えた地域防災力の強化

地
域
と
と
も
に
築
く
、
安
全
な
く
ら
し

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
安
心
な
く
ら
し

地
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の
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行
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